
抗生物質製剤応用後にやける牛乳中への移行搾関ナる研究  

家 畜 細 ■ 飼 壷．第 一 堅  

繁  殖  窒  
息 林 省 動物医薬品検挙所   

安全査生鮮食料品を供給する読点から、富覆物忙ついて、そ野生産過程て使用す．る各種医薬品の  

生産物中への移行が問題とたってぃる。   

特に抗生物質は人の過敏症。耐性菌の産生など公衆衛簸上の問題を提起しているが、一方家畜の  

生産性をたかめるために抗生物究の使用は首座技術上欠か－せをい率のと預ってぃるのが現状である0   

そこで当場托せいて、．その適正使用摸術につぃての検討を計画中のところたせたま幾林省勤r勿医  

薬品検査所より本研究課題の錫刀依頼があったので協力して本試演をおこをったものである。  

Ⅰ試験方法  

1．供或牛およぴその飼奉管理  

供試牛は場繋凝搾乳牛5頭を使用し、その明細は下記のとおりてゃる。ま料試穎期間中の飼  

00（つ0   

料はコーンサイレーヂ。ピ∴トバルブいたわら忙乳配17号を牽已し、一部大豆芳白を任弼し、そ   

の他｝舵管血につぃては場慣行によった。  

表1．供式年および投与抗生物質  
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2．抗生物質の投与および慄体の採取  

この試験は前記5頭の供試牛をもちい各回4頭について4次にわたって実施し、前回の抗生  

物質の影響を防ぐ窄め最低2週間の間隔をあけた。投与抗生物質おエぴその投与方法投与景な   

らびに試験期間は（表－2 P52参照）のとおりである。  

す托わち乳房注入の場合揉注入乳房は12時間搾乳を悸止し、その間他の乳房はそれぞれ別  

に楓し、その移行をしらべた。  
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せた、でん覇注射の場合は混乳として検体を採取した。宏お検体採取時間は抗生物質投与直  

前封上び投与後5・d・12・24・5占。48。72・9る。12D・144時間を設定し  

た。  

甘 試既成績と考察   

牛乳および血液中の抗生物質濃度を測定した結果は下衆のとおりであった。なお、その時点の   

搾乳貴についても参考まで忙表示した。また抗生物質の洛景は平板円筒法忙よって測定された。  

表5－1  

キクサマイソンの乳房内注入後における乳汁申，血中への移行消長  

定意限界：0．0㌔㌔価／糀g  
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嚢4－1  

バシ了トラシ∵／の乳房内注入後忙射ける乳汁中血中への移行消長  
定藷限界＝0．019礼／粛  
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表4－2  

バットラシン注入試験時の搾乳量  
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表5－1   

ペニシリンの筋肉内法射後にかける乳汁中、血中への移行消長  

定量限界＝ 0．0121ん／旬β  
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牽5－2  

ペニツリソ注射試験時の搾乳量  
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表占－1   

硫酸ジヒドロストレブトマイシンの解肉内注射後における乳汁中、血中への移行消長  

定還限界；8．15／上才力価／融  
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表ムー2  

硫酸ジとドロストレブトマイシン注射試験時の搾乳量  

（ 時 間 ）■  

－・占1¶   



1． キメササマイシソ  

着後乳房忙注入後12時間放簡、その間他分房への移行をしらべたが何れの分房にも移行は証   

明され宏かった。また12時間巨には注入乳房からのみ検出され、次の24時間日以降の採取検   

体には証明されなかゥた。血液については一貫して検出されたかった。   

2．バットラう／ン  

バットヲシソにおいても、他乳房への移行は証明されなかったが、キクサマイシ∵ンとことなり   

注入管乳汁中には5占時間まで証明された。充お血液托ついては一貫して検出さ九なかっ九）   

5．ペニツリソ  

注射後5時間邑よ少乳汁中に検出され、占。12ゥ18。24。5る時間まで証明蔓れた。血   

液につしへてほ5時間自に敢高値とな．り、以後哲滅し乳汁同様5d時間で消失していた。   

4．硫酸ジヒトロストレブトマイシソ  

乳汁中には、24時間まで検出された。血液中はペニシリン同様5時間ヨに最高漁疫となり、  

以後急速把減少し24時間で消失していた。  

牛乳が法的規制により「乳に影押する薬剤を月琵用させ、また控注射した後5日以内の牛また胱山  

羊から乳を搾取してはならない」と規定され、さらに食品衛生法のこ且蓬に是く「食品柔加物等の規  

格基準」佗上れば「食品吐抗生物質を含有して吐乗ら表い」と規定されていることは周知のところ  

であるが、従来の常用塁を投与した事例の成績をみても72時間以上残留を認めた例は殆んどなく、  

今回の我々の成績においても、4抗生物質の残留は5る時間以上は確認できず、か夜り早い機会忙  

体外に排出されるものと催定された。  

しかし、今回我々が供試した乳牛は何れも健康牛であゎ、泌乳畳も標準的恵ものであるが抗生物  

質の残留が、その投与方法、投与量、あるいは輿剤の性状さら陀は動物の個体差、乳房組級の病変  

の状況そど紅エって異ってくると思われるので、さらに検討が必要であろう。  

Ⅱ せとめ   

健康牛にキクサマイシ∵／。バットヲシ／は乳房内注入、ペニシリンとストレプトマイシンはで   

ん筋内忙注射し、所定の時間に搾乳，採血してその残留を調査した。  

1．乳房内注入の場合はいづれも他分房への移行は認められず、血中への移行もみられモかっ  

た0   

2．注入。注射いづれも最大5占時間以後は乳汁・血液中把残留はみとめられなかった。  

ーd2－   


